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国際疾病分類　歯科学及び口腔科学への適用

　わが国の疾病、障害および死因に関する統計は、世界保健機関（WHO）が定めた「疾病及び関連保健問題の国際統計分類」
（International Statistical Classification of Diseases and Related Health Problems 　略称：ICD）をもとに作成されています。
　ICDは1900年に第１回が採択されて以来、医学の進歩や社会の変化に伴い、ほぼ10年ごとに修正が行われてきました。現行のICD－10
は1990年に定められ、それまで用いられていたICD－9に比べ、分類項目が倍加されるなど大きな変更がありましたが，専門分野に
おいて、より適切に分類を行うための，ICD－10を補助する詳細な分類の作成が望まれていました。
　このことから、WHOは1995年に、歯科学及び口腔科学の領域におけるICD－10を補助する“Application of the International 
Classification of Diseases to Dentistry and Stomatology, Third Edition ”を公表し、この度、厚生労働省から，ICD－DA の日本語版
が刊行されたところです。
　これにより口腔及び歯科疾患のデータを国際的な統一基準で分類する基盤が提供されたことになります。

　本CD－ROMはこの「ICD－DA 日本語版」をPDF*化し、利用者がパソコン上で「しおり」、「リンク」機能により、
索引検索→内容例示閲覧を容易に行えるように編集したものです。（下図参照）
　統計、医学研究のみならず、疾患及び病態の記録管理等、用途にあわせてご活用ください。
（購入申込書はホームページからダウンロードできます。）

*PDF：米国アドビシステムズ社による文書フォーマットで、閲覧には同社が無償提供しているソフトAcrobatReaderが
必要（本CD－ROMに添付されている。）

内容例示表索 引しおり

定価　本体　６，０００円（税別）

顎骨炎の検索例
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